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事　業　報　告

　令和７年度に予定された事業は、当初の事業計画に基づいてほぼ実施することができた。
　会議については、理事会を含めて Zoom を利用した Web 会議や Web 講習が部門を問わず定着し
ており、会議の議題や内容によって対面参加型、ハイブリッド型、Web のみの会議を行うなど開
催方法を柔軟に組み合わせて実施した。
　総務部門では、年８回の学術事業のほか、速見郡杵築市・国東市医師会との懇談会、三師会合同
役員会は本会が担当して開催し、会員親睦レクリエーション、忘年会、新年会等の会員福祉事業も
予定どおり実施した。下関市医師会との交流会については、初期救急医療事業（休日内科診療、夜
間こども診療）の運用方法の参考とするため、下関市夜間急病診療所を視察見学した。
　地域保健センターは、昨年同様、特定健診、協会けんぽ生活習慣病予防健診、労働安全衛生法に
基づく事業所検診、別府市職員健診、病院・クリニック従業員の職員健診、別府市がんセット健診、
住民検診、医師国保健診、歯科医師国保健診、学校健診等を実施し、検診料収入、医療相談収入、
予防活動収入からなる保健予防活動収入は、令和６年度比で、1,618,410 円の増収となった。
　検査については昨年度と同様、ＢＭＬ社に委託契約しているが、検査依頼数の増加に比例して検
査料が安くなる契約内容となっているため、引き続き会員には検査利用をお願いしている。センター
全体の収益を伸ばすためには、地道に受診件数を増やす必要があり、健診の検査結果をスマートフォ
ンに報告する仕組みである「ＣＡＲＡＤＡ」は、営業を強化していくうえで有効なツールであるが、
市民一人一人の健康寿命の維持に向けて「あなたとともに健康づくり」というセンター設立の精神
とスタンスを堅持しつつ、改めて事業所や市民に対して健診の重要性を周知していく必要がある。
　初期救急医療事業では、在宅当番医実施医療機関が減少傾向にあることから、休日に内科と小児
科を別府市保健センターにおいて同時開設するセンター化の本格稼働に向けて、「別府市の救急医
療体制に関する準備委員会」を９回開催し別府市、別府市薬剤師会と運用方法等について協議検討
した。同時に電子カルテの更新、備品も新規に購入するなど受診体制を整えたが、今後はインフル
エンザの感染流行時にも対応できるよう発熱外来の開設やスタッフの増員等、さらなる機能強化が
必要である。
　看護教育では、４回生 39 名が入学し、３回生 46 名、２回生 41 名、休学１名の 127 名でスター
トしたが、進路変更や病気療養等の理由による退学から年度末は 122 名となった。退学者も少な
くないため、個別面談やカウンセリングといったメンタルサポートも重要であり、学習指導以外で
も教職員にかかってくる負担は大きいが、そうした中でも、第 115 回看護師国家試験は２回生 37
名と既卒者２名が受験し合格率は 100％であった。今後も、本校の卒業生が地域医療のために会員
の先生方の手助けとなり、即戦力となるよう努力する所存であり、優秀な教員の確保と研修、より
学習指導の行いやすい環境づくり、施設設備の充実など費用負担は大きいが、看護師の養成は医師
会が地域医療に果たす責務でもあるため、会員各位にはご理解いただきたい。
　地域福祉部門は、物価や人件費の高騰、市内事業所の増加にともなう利用者獲得が激しくなって
きていることから、訪問看護ステーション、居宅介護支援センターともに赤字となっているが、訪
問看護ステーションは関係役職員の努力により収支も改善し赤字幅も縮小している。居宅介護支援
センターは、主任介護支援専門員の退職により特定事業所加算が算定出来ず事業収益が減少し、マ
イナス幅が増加した。経営の立て直しには、地道に新規利用者数を増やしていくしかないが、地域
福祉部門は会員のための事業所でもあるので、会員諸賢には一層の利用についてご協力をお願いし
たい。
　なお、事業遂行の詳細については、各部門の報告をご参照いただきたい。
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≪総　　務　　部≫

庶　　　　　　務

　令和７年４月４日、令和７年度第１回臨時総会を開催し「令和７年度事業計画」と「令和７
年度予算」を報告した。
　令和７年６月 24 日に開催した第 79 回定時総会では「令和６年度決算」が承認された。令
和７年度の入退会については入会 21 名、ご逝去３名を含む退会は 22 名、全体の会員数は 294
名となっており、年度替わりの増減はあるもの会員数は 300 名を維持できるかどうかの状態
が続いているが、別府市医師会選出の大分県医師会代議員数は現在７名であり、現状を維持す
るためには会員数は毎年 12 月１日現在で 300 名を上回る必要であるため、今後も引き続き卒
後５年間の若手医師に対しては会費減免というメリットを広報していくとともに、基幹病院勤
務医師へ入会促進について継続した努力が必要である。
　事業を計画立案・実施・事後検証するに会議に関しては、会場参加型および Zoom 等を利用
した完全 Web 会議、両方を併用したハイブリッド型など状況に応じた組み合わせで開催して
おり、昨年度に引き続き、理事会の開催されない週には必要に応じて、会長、副会長、各部門
の担当部長、管理者および関係職員が参加し各部門 15 分ずつの割り当てで、部門における現
状と課題を Zoom 上で報告し意見交換する部門別連絡会議を行っており、定期の部門会議や運
営連絡会という機会を待たずに、部門の現状を役職員間で速やかに情報共有することが可能と
なっている。
　Zoom を利用した Web 会議が定着したことにともない、会員と事務局双方の連絡手段も、メー
ルでのやりとりや資料等については Web 上からのダウンロードが既に一般化しているほか、
令和６年７月から稼働している会員専用アプリも徐々にではあるが普及してきている。
　ペーパレスという面では、会員管理システムとして日本医師会が会員情報システム（ＭＡＭ
ＩＳ＝ Medical Assosiation   Member  Information  System）を本格稼働させており順次機能が
追加されている。会員の入会・退会・異動処理に加えて、会員自身で生涯学習、かかりつけ医
機能研修の申込、認定産業医・認定健康スポーツ医の取得単位の確認が可能となり、軽微な情
報修正も会員と医師会事務局がリアルタイムで共有することができるため、従来の紙ベースで
の申請と比較して事務処理の大幅な効率化が実現したが、医師会事務局による代理申請入力の
件数も依然として多く、本来、ＭＡＭＩＳは会員自身の利用と操作を前提に設計されているシ
ステムであるため引き続き使用方法等について周知徹底が必要となる。
　労務管理では職員の勤怠管理の一環として、勤怠管理システムを５月から部門ごとに順次導
入し、従来のタイムカードや紙ベースでの届出を無くして、管理者がシステム上で所属職員の
勤怠を管理・確認し、職員も自身の届出や有給等をリアルタイムで現状把握できる体制を整え
た。
　施設管理では、令和５年度に旧施設解体工事を実施完了しているが、解体された旧施設内に
は職員の休憩室・更衣室も含まれており解体後２年間にわたり休憩室と更衣室が未設置であっ
たため、夏場にかけて旧地域保健センターのレントゲン室（倉庫）の改修工事を実施し、休憩
室・更衣室として模様替えした他、同時に経年劣化し色褪せた会長室壁面と事務室の壁紙貼り
替えを実施した。
　本会では、限られた予算とスタッフで創意工夫しながら事業を実施しているが、まずは、先
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生方に会務につき興味関心を持っていただき、実際に事業にご参加・ご協力いただくことで、
より充実した事業の展開が可能となり有効性も高まるので、先生方には引き続きのご理解とご
協力をお願いしたい。

令和 7 年 4 月 4 日　別府市医師会（令和７年度第１回）臨時総会
　　　　　　 21 日　総務部門会議
　　　　６月 ９ 日　代議員・予備代議員・県医役員合同会議
　　　　　　 15 日　一般社団法人大分県医師会第 226 回定例代議員会
　　　　　　 24 日　一般社団法人別府市医師会第 79 回定時総会
　　　　８月 21 日　速見郡杵築市医師会・国東市医師会との懇談会
　　　　11 月 22 日　全体協議会
令和８年２月 26 日　全体協議会
　　　　３月 11 日　別府市基幹病院との懇談会

学　　　　　　術

　４月の学術部会において学術事業の年間予定を協議検討し、学術研修会はより多くの参加者
にご参加いただくため、Zoom を利用した Web 参加と会場参加（医師会館視聴覚室）を併用
したハイブリッド型を前提としつつ、年２回開催の医療安全管理対策研修会は別府市公会堂大
ホール、学術集会は別府市保健センター（湯のまちけんこうパーク）にて開催し、11 月には
久留米大学、九州大学病院別府病院、大分大学から講師を招きメディカルセミナーを開催し、
今年度は年８回の学術事業を遂行した。
　４月の学術研修会では、腹膜炎を引き起こす代表的な病態であり、重症度が高く、死亡率も
高い消化管穿孔について、救急救命センターを併設する新別府病院での症例が動画供覧された。
消化管穿孔は症状の進行が速いため、治療にスピードが求められるものの、治療が成功し、回
復すれば比較的後遺症の少ない疾患であることが紹介された。
　７月の学術研修会では、下部尿路症状に対して奏効率が高く副作用の少ない薬物が普及し、
専門外の医師も安心して使えるようになったことから、泌尿器科非専門医を対象に「おしっこ」
に関する最近の話題として、①下部尿路症状の疫学、②夜間頻尿、③前立腺肥大症、④排尿後
尿滴下、⑤尿失禁、⑥骨盤臓器脱をテーマに説明があった。
　９月には、大分県のエイズ治療拠点病院である別府医療センター担当医からの開催希望を受
け、当初、年間予定にはなかったが「身近に潜む HIV 感染症」をテーマに学術研修会を追加
開催し、毎年５～ 10 名程度の新規 HIV 感染者及びエイズ患者数が報告されている大分県にお
ける HIV 診療体制、早期発見のポイント、血液暴露時の対応、2025 年 5 月 23 日から始まっ
た HIV の無料郵送検査等について最新の情報提供があった。
　年２回開催している医療安全管理対策研修会については 11 月と１月に開催し、第１回目は
医療現場におけるヒューマンエラーを防ぐ基本的な考え方や方法として、指差呼称、危険予知
トレーニング、コメンタリーオペレーション、ダブルチェック、タイムアウト等の方法が紹介
されたが、ダブルチェックは広く行われているものの、この行為が形骸化するとその効果は限
定的になることや、ヒューマンエラーは、すべてのことを想定することはできず、完璧な手順
は効率を阻害することなど完璧な対策はないことなどが強調された。
　第２回目は大分県における結核診療について紹介があった。感染者の多くは高齢者であるも
のの、大分県においては、東・東南アジアからの渡航者の増加にともない、20 代の感染者が
増加しており、日常診療において結核感染を疑う場合は、CT や喀痰検査、喀痰検査の他、胃
液検査も有用であることや、LTBI（潜在性結核感染症）や活動性結核に対する、多剤併用・
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長期内服の必要性、治療薬の副作用、DOTs（直接服薬確認療法）について説明があった。
　12 月には、大分大学医学部附属病院（地域連携推進のための訪問活動）との共催事業とし
て学術講演会を開催し、第１部：講演会、第２部：職種別意見交換会、第３部：懇親会３部構
成により実施した。第１部は地域医療連携における大学病院の実践や取り組みについて講演が
あり、第２部は医師、看護師、MSW の職種に分かれての意見交換会をパネルディスカッショ
ン形式で実施し、大学病院に対しての意見・要望、別府市における地域医療の現状と課題、大
学病院からの医師の派遣等、別府市内医療機関と大学病院の理想的な関係の在り方等について、
有意義かつ活発に意見交換することができた。
　例年、２月末に開催している学術集会については、今年度は３月７日に開催した。医師会の
委員会報告を含む 11 題の一般演題と特別講演からなる構成とし開始から終了までを３時間と
した。特別講演は大分大学医学部呼吸器・感染症内科学講座の小宮幸作教授に「ウイルス性呼
吸器感染症を俯瞰する～ COVID-19、インフルエンザ、RS ウイルスを中心に」という演題で、
３つの呼吸器ウイルス感染症を対象に，疫学動向・重症化リスク・治療と予防戦略を体系的に
整理し、臨床現場の意思決定に直結する知見について提供があり、３疾患に共通する臨床的課
題として、患者背景に応じたリスク層の明確化と治療・予防介入の適正化をいかに臨床へ実装
するかを展望し、個別化医療と公衆衛生的観点のバランスを取りながら医療資源配分や診療負
担を考慮した現実的戦略が提示された。
　学術事業は、日々進歩する医学や変化する医療情勢に関する最新の情報を会員に提供するこ
とにより、会員のさらなる医学知識の充実とスキルアップを目的としているが、研修会・講演
会には、診療科や専門領域の分野を問わず、日常の診療の参考として役立てていただくために
も、幅広くより多くの会員にご参加いただき、内容の充実や開催方法などについていろいろと
ご意見をいただければ幸いである。

日　時 集　会　名 テ　　ー　　マ 講　　　　師 出席者数

令和7年
4月14日 学術研修会 「消化管穿孔」

国家公務員共済組合連合会
新別府病院　外科・消化器外科
部長
田島　正晃　先生

会　員 17 名
非会員   2 名

7月29日 学術研修会 「おしっこに関する最近
の話題」

国家公務員共済組合連合会
新別府病院　院長
三股　浩光　先生

会　員 22 名

9月８日 学術講演会
「身近に潜む HIV 感染
症～大分県の現状、早期
発見のポイント、暴露対
策、郵送検査～」

独立行政法人国立病院機構
別府医療センター　総合診療科
久保　徳彦　先生

会　員 21 名
非会員   1 名
一　般   6 名

11月１日 メディカルセミナー

①「その症状、実は股関
節からかもしれません
－股関節診療のコツと
ピットフォール－」

②「USUKI STUDY から
BEPPU STUDY へ」

③「劇的に増加している
小児思春期炎症性

　腸疾患の最新知見」

①九州大学病院別府病院
　整形外科
　助教　原　大介　先生
②大分大学医学部
　神経内科学講座　教授
　木村　成志　先生
③久留米大学医学部
　小児科学講座主任教授
　水落　建輝　先生

会　員 21 名
非会員   7 名
一　般   1 名

11月17日 第1回医療安全管理
対策研修会

「ヒューマンエラー発生の
メカニズムとその防止」

大分県厚生連鶴見病院　病院長
加賀　明彦　先生

会　員 19 名
一　般 52 名

12月４日 学術講演会 「地域医療連携の未来を
拓く総合診療科の挑戦」

大分大学医学部附属
地域医療学センター  内科 准教授
塩田　星児　先生

会　員 19 名
非会員   9 名
一　般 35 名

令和8年
1月14日

第 2 回医療安全管理
対策研修会 「大分県の結核診療」

独立行政法人国立病院機構
西別府病院　呼吸器内科医長
河野　宏　先生

会　員 15 名
非会員   3 名
一　般 35 名

3月７日 別府市医師会
学術集会

一般演題「11 題」
特別講演
「 ウ イル ス 性 呼 吸 器
感 染 症 を 俯 瞰 する ～
COVID-19、インフルエン
ザ、RS ウイルスを中心に」

大分大学医学部
呼吸器・感染症内科学講座 教授
小宮　幸作　先生

会　員 18 名
非会員 12 名
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保　　　　　　険

　令和７年度は、賃上げ・物価高騰の影響を受け、医療機関を取り巻く環境の悪化から、様々
な補助金が実施されることになり、病院は厚生労働省の管轄で、診療所は県の管轄で行われる
こととなったが、診療所について、物価高騰の補助金は年度末に実行されたが、賃上げに関し
ては、現時点では行われていない状況となった。
　また、12 月２日より保険証の新規発行が終了となり、マイナ保険証への切り替えが実行され、
切り替え時に様々なトラブルが起きるのではとの心配もあったが、事前に厚生労働省による周
知が出来たためか特に大きなトラブルもなく、割とスムーズに移行できたようである。今後も、
様々な機能が追加され、本件に関する補助金が準備されるようである。情報が入り次第、会員
には正確に、早急に情報提供を行っていく所存である。
　令和８年度実施の診療報酬改定では様々な改定が行われ、全体としてプラス 3.09％（賃上
げ分プラス 1.70％、物価対応分プラス 0.76％）と大幅なプラス改定となった。
　初診料・再診料については、大きな変更はなく、再診料が１点プラスとなっただけであるが、
物価対応料が新設され、またベースアップ評価料は更なる点数増加が行われた。
　また、医療情報取得加算・医療 DX 推進体制整備加算が廃止され、新たに電子的診療情報連
携体制整備加算が新設され、点数もアップされたが、条件が厳しく、電子処方箋の導入や国が
設計した電子カルテ情報共有サービスへの参加の有無等によって点数が変わることとなり、導
入することにより発生する費用と得ることの出来る診療報酬のバランスを見極める必要があり
そうだ。その他にも機能強化加算や外来データ提出加算など現状ある点数の条件がかなり見直
され、対応によっては大幅な増収が見込めるようではあるが、今後、発出される疑義解釈等を
注意深くご覧いただき、対応していただきたいと思う。
　別府市医師会による代行送信を利用している医療機関は、少数となったが、自院からのオン
ライン請求を行っている医療機関でも、機器や回線のトラブルにより請求できない場合は、事
務局へご一報いただきたい。
　令和７年度の別府市内の医療機関に対する個別指導は、２件であった。
　常にカルテへの記載には特に注意し、日頃の診療に努めていただきたい。

　令和 7 年 ６ 月 20 日　　第５回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　　　　　 ８ 月 22 日　　第６回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　　　　　 10 月 17 日　　第７回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　　　　　 12 月 19 日　　第８回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　令和８年 ２ 月 20 日　　第９回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
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会　員　福　祉

　新型コロナウイルス感染症の影響によりここ数年延期・中止を余儀なくされた会員福祉の各
事業については、従来の開催方法等について変更と修正を加えつつではあるが、予定どおり事
業を実施した。
　例年７月末に開催していた夏のレクリエーションについては、猛暑による熱中症予防の観点、
施設の手配困難等でゴルフ、テニス、ボウリング、バスツアーの実施を見送り、開催時期と名
称を変更のうえ「会員親睦レクリエーション」として懇親会のみではあるが、10 月５日（日）、
杉乃井ホテル（ロイヤルパールルーム）にて６年ぶりに開催した。
　コロナ禍の中断を経て令和６年度に再開した下関市医師会との交流会については、今年度は
下関市医師会の担当開催となり、従来のスポーツ競技の開催を前提とせず、懇親会をメインに
親睦・情報交換の場としてお互いの交流は継続するという共通認識のもと、今回は夜間こども
診療、休日内科診療の運営の参考として下関市夜間急病診療所を視察見学した。
　三師会合同役員会は本会が担当して実施し、忘年会、新年会については、コロナ禍前と比較
して参加者は減っているものの予定どおり開催することができた。
　忘年会はお互いの情報交換や歓談を交え和やかな雰囲気のなか、岡田会長の軽妙な司会によ
りカズー演奏による曲名当てやくじ引き抽選会など、会場を多いに沸かせた（参加者は 47 名（会
員 40 名、夫人７名））。
　新年会では、主催者と来賓（別府市長、地元選出代議士、大分県医師会長、基幹病院院長）
あいさつ、表彰、賀寿会員紹介のあと新規入会した会員の紹介を行い、歴代会長３名による鏡
開後、乾杯・開宴となったが、ここ数年、出席者が減少傾向にあり開催方法等について工夫が
必要である（参加者は来賓８名、80 歳以上・賀寿の招待者７名、一般会員 36 名の合計 51 名）。
　会員同士の情報交換や親睦を深める場でもある忘年会や新年会では、所属医療機関や診療科、
専門領域を越えて、普段はつながりの薄い会員同士の連携を醸成する機会にもなるため、日常
の診療や地域連携構築の一助として、医師会行事を利用していただければ幸いである。
　
　令和 7 年 ５ 月 10 日　医師のための年金と資産運用講座（大分県医師会）
　　　　　 　　  11 日　三師会親睦ゴルフ会
　　　　　 　　  18 日　第 107 回親睦ゴルフ大会（大分県医師会）
　　　　　  ６ 月 ８ 日　大分県医師会第 55 回親睦テニス大会（大分県医師会）
　　　　　 ８ 月 24 日　第 110 回会員親睦囲碁大会（本因坊戦・一般戦）（大分県医師会）
　　　　　 ９ 月 20 日　下関市医師会との交流会
　　　　　 10 月 ５ 日　第 29 回会員親睦将棋大会（大分県医師会）
　　　　　　　　　　　 会員親睦レクリエーション
　　　　　　　   ８日　三師会合同役員会
　　　　　 11 月 ９ 日　三師会親睦ゴルフ会
　　　　　　　   16 日　第 108 回親睦ゴルフ大会（大分県医師会）
　　　　　 12 月 ９ 日　別府市医師会忘年会
　令和 8 年 １ 月 ９ 日　別府市医師会新年会
　　　　　 ２ 月 11 日　第 111 回会員親睦囲碁大会（第 35 回國手杯争奪戦）（大分県医師会）
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　　　　　  ３ 月 20 日　第 8 回全国医師ゴルフ選手権大会（チャンピオン戦）
　　　　　　　　　　　大分県予選（大分県医師会）
　　　　　　　   28 日　地域医療を絶やさないための『相続・事業承継（親子間・譲渡）
　　　　　　　　　　　セミナー』（大分県医師会）

広　　　　　報

　会報委員会において編集会議を行うとともに、会報委員会メーリングリスト（ＭＬ）におい
て情報交換を行って議論を重ね、医師会報の充実に努めた。
　別府市医師会報は、①医師会の主張と広報、②医師会活動の正確な記録、③医師会員の医療
活動への意識の啓発、この３点をめざし、年に 4 回の発刊を続けている。
　「私のお気に入り」では、『けっぱれ東北、岩手－復興を願って』（新緑号）、『音楽との出会
いと奮闘記』（夏季号）、『日本のロックンロール－鮎川誠』（秋季号）と題して執筆して頂いた。
　「ちょっとお勉強タイム」では、「整形外科外来診療の実際」（新緑号）、「2024 年後半からの
百日咳の流行と対策について」（夏季号）、「最近の医療政策、診療報酬の問題とその対策」（秋
季号）など診療に直結する身近なことや医療制度等幅広く執筆者の方々から問題提起していた
だいた。
　また、表紙絵については２年毎に変更しているが、令和８年新春号より「朝の別府湾と高崎
山」となった。
　会報委員会では誌面充実の一環として、（１）随筆（内容は自由、字数制限なし）、（２）私
のお気に入り、（３）文藝（短歌、俳句、川柳、自由詩など）について、会員から広く原稿を
随時募集することとし、毎号、原稿募集についてご案内を掲載している。
　原稿の採否は会報委員会の協議を前提とするものの、医師会報が会員の先生方への情報提供・
共有ツールとしての役目を担い、編集部一同協力して医師会報の内容充実につとめていたきい
と考えているので、引き続き、ご意見ご要望なども含めてご協力をお願いしたい。

　令和７年 ５ 月 12 日　夏季号　編集協議会
　　　　　 ７ 月 31 日　秋季号　編集協議会
　　　　　 11 月 12 日　新春号　編集協議会
　令和 8 年 ２ 月 17 日　新緑号　編集協議会
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医　　　　　政

　令和７年度は、７月に第 27 回参議院議員通常選挙が行われた。大分選挙区では令和５年度
の補選で一騎打ちとなった自由民主党の現職　白坂 あき 氏と立憲民主党の 吉田 忠智 氏が再
戦する選挙となったが、前回の補選において僅差で競り勝った白坂氏が、今回は石破政権に対
する国民の不信感と与党に吹く逆風の影響を受け競り負け、吉田氏が国政に復帰した。
　全国的に自民党と公明党による与党は苦戦を強いられたが、比例代表区では日本医師連盟の
組織内候補として２期 12 年務めた羽生田 たかし氏の引退を受け、新型コロナウイルス対策に
おいて日本医師会を代表して陣頭指揮をとった副会長の釜萢 敏（かまやち さとし）候補が医
療・介護・福祉関係者の票を手堅く固め、17 万 4434 票を獲得し、社会保障関係ではトップ当
選を果たした。釜萢氏の選挙・応援活動については、大分県医師会が主催した「かまやちさと
し」選挙対策会議（合計 10 回、Web 会議）に役員が交代で参加のうえ会議での協議内容を理
事会で報告した。
　選挙の結果、少数与党となり党内の求心力と国民の支持を失った石破首相は政権維持と続投
に意欲を見せていたものの、党内から敗戦の責任を強く追及され、総裁を辞任のうえ１年で退
陣に追い込まれた。
　10 月には昨年に引き続いて５人の候補による自民党総裁選が実施され、決戦投票の結果、
高市早苗候補が女性として初めて自民党総裁に選出された。総裁選後の国会における首班指名
選挙に至るまでには、公明党による連立与党からの離脱、自民党と日本維新の会による政策合
意に基づく協力関係の締結など政局は大きく変動するなか、自民・維新の両党が国会の主導権
を握り、結果的に高市総裁が憲政史上初の女性総理に選出された。
　高市政権に対する国民の支持は非常に高く、高い支持率の余勢を駆って２月には衆議院解散
総選挙が行われ、与党に追い風が吹く中、自民党単独で 316 議席、与党で 352 議席の獲得と
いう圧勝に終わり、夏の参議院選挙で落選した白坂氏も、九州比例区で復活当選を果たした。
　選挙区では別府市医師連盟は、石破内閣で外務大臣を務めた地元選出で自民党の 岩屋 たけ
し 候補の推薦を機関決定し選挙戦に臨んだが、大分３区は岩屋候補に対する SNS での誹謗中
傷や保守分裂など全国屈指の注目選挙区となり、逆風を受け対立候補と大接戦となったが、終
盤で岩屋候補が長年の経験と組織力を活かし相手候補を振り切った。
　医師連盟としては、診療報酬について「改定率は最終的には政治で決まる。」というスタン
スを堅持しており、国にしっかり働き掛けていくこと、組織として一致して取り組んでいくこ
とが重要であり、日々の継続的な医政活動が診療報酬改定や選挙戦に影響してくる。
　今後も、医療・福祉・介護の充実はもちろん、医師会活動を円滑に進めていくためには、医
政が重要であり、会員各位のご理解、ご協力をお願いする。

　　　令和７年 ５ 月 ８ 日　若手医師のための医政勉強会（大分県医師会）
　　　　　　　 ７ 月 16 日　自由民主党演説会（白坂候補）
　　　令和８年 １ 月 30 日　岩屋たけし個人演説会・出陣壮行会
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会　　　　　計

　令和７年度正味財産の経常増減（損益ベース）は、全体で約 1311 万円減少となった。
　地域福祉部門の経営環境の悪化が要因である。

収支では事業活動収支は全体で 1169 万円のプラスである。
部門別にいくつかの要点を示す。
�本会：事業活動収支は、約 525 万円のプラス。初期救急医療事業から 1000 万円の繰入金が含

まれている。今年度は地域福祉部門に 500 万円の繰り入れを行った。
地域保健センター：健診事業は、収入は前年同様、退職一時金を除くと事業活動収支は約

1000 万円のプラスであった。
初期救急医療事業：夜間こども診療は減収によりマイナス、 休日内科診療は、感染症の流行で

受診者が多かったため、本会への繰入れを除くと収支はわずかにプラスであった。
看護学校：専任教員２名欠員により人件費支出が減少したため、補正予算を行い教材・備品の

追加購入や施設改修・設備等の更新（施設管理会計へ繰入）、退職引当預金への積立てを行っ
た。
地域福祉部門：二部門の収支は約 753 万円のマイナス、本会から 500 万円の繰入を行った。

訪問看護ステーションは、約 166 万円、居宅介護支援センターは約 587 万円のマイナスと
なる。
団体生命保険：今年度は 150 万円を本会へ繰り入れた。

詳細は各部門の収支明細書に示す。

令和 7 年 5 月 30 日        会計部会
　　　　6 月  2 日        会計並びに業務監査
　 　 　 12 月  3 日        会計部会（部門別予算会議）
　　　　　　11 日        会計部会（部門別予算会議）
　　　　　　18 日        会計部会（部門別予算会議）
　　　　　　23 日        会計部会（部門別予算会議）
令和 8 年 1 月 23 日        会計部会
　　　　 2 月 12 日        会計部会
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医　療　情　報

　平成 17 年度より懸案事項であった会員各施設を NTT の光回線を利用したプライベートネッ
トワーク網が平成 22 年度に完成し、16 年目を迎える。医師会業務システムと地域医療連携シ
ステムの 2 本柱である「ゆけむり医療ネット」が本格的に稼働している。令和 7 年度インフ
ラ整備としては、昨年度の会議でゆけむり医療ネットの参照側の接続方式の変更案が示され、
IP-VPN 方式で接続している機器の老朽化から更新すると 1 施設に VPN ルーター機器の費用
が 50,000 円かかることから医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第 6.0 版で推
奨されているインターネット上からつながる TLS1.3 方式が採用された。これを利用すると
インターネットにつながる環境から端末に証明書をインストールするだけで接続できるため、
IP-VPN 回線の利用料が必要なくなり、更に VPN ルーター機器の更新費用も掛からなくなる
ことから別府市内の 55 施設に接続している。
　接続方式の変更に伴い、今まで IP-VPN 回線の利用料を NTT 西日本に支払っていた分を医師
会へ利用料として支払う仕組みに変更し、情報提供側の費用負担をゼロにして参照側より受益
者負担の考えから会員月額 3,000 円（税込）、非会員 3,500 円（税込）で 2 端末までとして利用
料を設定した。この利用料がシステムの運用費に回せることから経費の軽減につながっている。
　また、地域医療連携システムでは、新別府病院・別府医療センター・厚生連鶴見病院・九州
大学病院別府病院の電子カルテの情報が患者個人の同意の基に共有できるようになっている。
さらに東部医療圏（日出町・杵築市・国東市）や北部医療圏 ( 宇佐市・豊後高田市 ) からの接
続希望もあり 20 の医療機関から利用料をいただいている。基幹病院から医師の記録（カルテ
情報）が公開されており、退院する際に患者から同意をとり、かかりつけ医へ公開する運用を
取り入れ、カルテ参照率が上がってきている。
　医療情報委員会では国の方針において「全国医療情報プラットフォーム」「電子カルテ情報
の標準化」「診療報酬改定 DX」という医療 DX 推進の三本柱との比較においてゆけむり医療
ネットの立ち位置についてディスカッションをしている。国が運用する全国医療情報プラット
フォーム（PF）とゆけむり医療ネットの情報項目の比較とデータヘルス改革に関する工程表
通りに進み、ゆけむり医療ネットの情報と重複する部分が多くなれば縮小化していくしかない
が、地域で必要な多職種連携やパーソナルヘルスレコード (PHR) の部分は地域の重症化予防
事業などに利用するために残っていくと思うので必要な情報の質と量をゆけむり医療ネットで
補いながら利用できる環境で当面は様子を見ることになった。しかしながら公開側の基幹病院
の連携サーバーの老朽化により更新時期が来ており、更新費用の捻出及び費用対効果の問題か
ら今後の方針について医療情報システムネットワーク委員会で協議検討が必要となっている。
　また、令和 2 年度より使用している、医師会から市民・患者向けに情報配信を行うスマート
フォン向けアプリ「ゆけむりあんしんパレット」について、医師会から市民・患者向けに配信
するコンテンツが十分でなく、活用が出来ていないことから、令和 6 年度より別府市医師会
員向けに改修して行事予定や理事会報告などを配信できるアプリへ変更し、現在、会員と職員
200 名が登録し利用している。
　その他では、地域保健センターの健診結果をスマートフォンへ報告する取り組みを開始し、
現在では個別の医療機関で受診したデータも反映できるようになった。個人で健診や薬のデー
タを管理できる PHR の仕組みづくりを進めていき、自分の意思で各機関に提示することは究
極のプライバシー保護につながり、同意書の取得を簡素化したいと考えている。
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【医療情報委員会】※ Web 会議（Zoom）
　　令和７年 12 月２日（第１回）

【地域医療連携パス委員会 CKD 班】
　　令和７年５月 28 日（第 68 回）　　　７月 30 日（糖尿病班合同）
　　令和８年２月 25 日（第 69 回）

【地域医療連携パス委員会糖尿病班】※ Web 会議（Zoom）ハイブリット
　　令和７年７月 30 日（糖尿病班合同）
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≪地域保健センター部≫

地　域　保　健

①　別府地域保健委員会
　「別府地域保健委員会」は昭和 44 年に県下で初めて発足して以来、別府市の保健行政を支えて
きている。この間、医師会は会員の協力のもと、主導的な立場から行政に対し保健・医療・福祉
の幅広い分野で支援と助言を行ない、地域の保健医療活動の充実・発展に大きく貢献してきた。
　平成 16 年６月に別府地域保健委員会総会で設置が承認された「別府地域保健運営委員会」は
毎月１回開催され、行政側と協議を重ね、保健行政に関して医師会の意見を述べることにより市
民の健康増進に寄与している。
　各小委員会活動については平成 24 年度より食育をテーマに妊婦・乳幼児・児童生徒・成人・
高齢者のライフステージごとに教育・相談・指導を目的に食育推進小委員会が追加された。なお、
令和７年度より、乳幼児から小中学生までのこどもについて一貫した支援体制を検討するため、
母子保健小委員会と学校保健小委員会を統合し、「こども保健小委員会」とした。

別府地域保健委員会
　別府地域保健委員会総会 ( 台風のため、書面開催 )
　令和 7 年 8 月 25 日　大分県地域保健協議会総会

別府地域保健運営委員会
　令和 7 年 5 月 26 日・6 月 23 日・6 月 24 日・8 月 25 日・9 月 29 日・10 月 27 日・11 月 25 日・
　　　　  12 月 22 日
　令和 8 年 1 月 26 日・3 月 23 日

各小委員会
　１．こども保健小委員会（令和 7 年 7 月 24 日）

　母子健康手帳の交付、訪問指導の実施、ヘルシースタートおおいた推進事業、乳幼児
健康診査（個別・集団健康診査）の実施、健康相談及び発達相談会の実施、ペリネイタ
ルビジット事業の実施、産後ケア事業の実施、小学４年生・中学２年生の健康チェック
の実施、こころの健康づくり研修会の実施、保健所医療対策事業（小児慢性特定疾病医
療費助成事業、不妊治療費等助成事業）、小児慢性特定疾病児童等自立支援事業、地域母
子保健強化事業、思春期対策事業

　２．健康づくり対策小委員会（令和 7 年 7 月 22 日）
　健康増進法に基づく保健事業（①健康手帳交付、②健康教育、③健康相談、④健康診査、
⑤訪問指導）、各種がん検診（受診者数、要精密者数）特定健康診査・特定保健指導（受診者・
受診率・推移）
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　３．感染症予防小委員会（令和 7 年 8 月 1 日）
　予防接種年度別実施状況、MR 予防接種率、予防接種の普及・啓発、令和 6 年度一般結
核検診状況・結核検診要精密者の状況

　４．歯科保健小委員会（令和 7 年 8 月 4 日）
　母子歯科保健（1 歳 6 か月、2 歳 6 か月、3 歳 5 か月）、健康教育、健康相談、成人老人
歯科保健、妊婦歯科健診、公立保育所・公立幼稚園・小学校でのフッ化物洗口の取組み、
歯と口の健康週間行事、各小学校へのポスター、チラシ配布啓発事業

　５．救急医療対策小委員会（令和 7 年 8 月 1 日）
　休日在宅当番医制実施事業（初期救急医療）、第二次救急病院群輪番制事業（8 医療機
関が輪番制で実施）、小児救急医療支援事業（小児第二次救急医療）、小児初期夜間救急医
療事業（夜間こども診療・夜間こども薬局）、休日等歯科診療事業、救急搬送状況、応急
手当普及啓発、献血の普及・啓発

　６．精神保健対策小委員会（令和 7 年 8 月 6 日）
　自殺予防対策（自殺予防の普及・啓発、ゲートキーパーの育成、地域での連携体制の構
築、地域における相談機能の充実）、予防対策に向けた啓発、取組み、こころの健康づくり、
認知症対策事業

　７．食育推進小委員会（令和 7 年 7 月 22 日）
　妊婦・乳幼児・児童生徒・成人・高齢者のライフステージごとに教育・相談・指導を実
施。また、各世代共通として広報等の実施。

②　保健行政に関する協議会
　昭和 50 年から始まった「別府市保健行政に関する協議会」は、当初、令和６年度開催とし
て令和７年２月５日に実施予定であったが、大分地方気象台より「大雪に関する緊急発表」が
発令され警報級の大雪となる恐れがあったことから、参加者の安全を第一に延期した。
　年度をまたぐかたちとはなったが、日程再調整のもと令和７年４月 22 日に通算 48 回目の
協議会を開催した。
　今年度は別府市医師会の主催で、別府市からは長野市長をはじめ関係部・課長が出席した。
協議事項として医師会から、（１） 初期救急医療の現状と課題、（２） 災害時の救急医療体制に
ついて提案し、それぞれ現状と問題点を説明し、下記のとおり市から回答があった。

（１）初期救急医療の現状と課題
　別府市の休日当番医制が担い手不足等、様々な要因で維持が困難になってきているこ
とは理解しており、大変重要な問題だと認識している。対策の一つとして、保健センター
を内科と小児科の休日診療に使用できるよう市が改修を行い、運営や医師の手配等につ
いては医師会が担当することを双方確認のうえ、委託料を大幅に増額したことにより、
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人員の確保については一定の効果があったものと考える。
　しかし、感染症流行時の発熱外来の追加開設等、課題が出てきていることも認識して
おり、駐車場は関係課と協議のうえ増設工事を実施し、受付のＩＣＴ活用など様々な対
応を進めている。
　大分県と共同で開始される # ７１１９も、初期救急医療の負担軽減や救急車の適正
な利用にも効果が期待されるため、市民の受診意識の向上に向けた周知にも努める予定
であり、今後起こりうる問題は適時協議していく。

（２） 災害時の救急医療体制について
　広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）が改変されて使いづらくなったことは把
握しており、災害時にＥＭＩＳの入力負担により、ＥＭＩＳからの情報が共有できない
場合は、求められることを待っていたら遅く、連絡がないときは連絡ができない状態で
あるということを判断のうえ、なるべくプッシュ型で、直接ＤＭＡＴ等が該当医療機関
に出向く方針であることを県の対策本部と情報共有している。
　実際に災害が起こったときに、どこにどのような連絡をするのかという具体的な対策
の詳細は、県、保健所と協議中であり、医師会にも綿密に情報共有して、災害時医療に
は全市体制で臨んでいく方針である。

③　予防接種
　令和７年度は令和６年度末で終了予定だった風しん第５期について、ＭＲワクチンの供給不
足が起きたことから令和６年度末までに検査を実施し抗体価が国の基準より低かった人のみ接
種の延長措置が令和８年度末まで行われる。また、ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種にお
いても同様にワクチンの供給不足により期間内に接種完了できない人が多くみられたことから
令和６年度中に１回以上接種した人は接種期間を延長する特例が実施され、令和７年度末で終
了した。
　令和８年度は、ＨＰＶワクチンの定期接種対象ワクチンから２価・４価が対象外となり、９
価のみとなった。高齢者肺炎球菌ワクチンも同様に 23 価が対象外となり、20 価のみとなった。
帯状疱疹予防接種は、定期接種対象年齢に変更はないがクーポン券がＡ４用紙から圧着はがき
に変更された。
　予防接種予診票では、代筆者の記載漏れ、皮下接種・筋肉内注射の区分に印が無い、定期接
種年齢および接種間隔の勘違い等が散見された。後で述べるように国は予診票もデジタル化す
ることを予定しており、そうなると直接医療機関と行政とのネット上でのやり取りとなる。こ
の場合、現在医師会で行っている予診票点検が無くなることになり予診票の不備は個々の医療
機関で対応することになる。中には市へ安全管理対策報告書の提出も必要になる例もあるので
ご注意願いたい。
　予防接種説明会は、ウェブによる生配信方式とした。質問もチャットで行われ、配信終了後
は別府市医師会ウェブサイトに配信動画を掲載している。
　国は、2022 年（令和 4 年）に公布された改正予防接種法に基づき、予防接種に関する事務
のデジタル化を進めており、令和 8 年度（2026 年）6 月以降、国や自治体をつなぐ「情報連
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携基盤（PMH ／予予・請求システム）」が順次稼働を開始する予定となっている。
　この稼働に合わせて、別府市でも予防接種に関する事務のデジタル化を進めていくことにな
り、タイムスケジュールでは令和 10 年 1 月から開始する予定で協議検討をしていきたいとの
こと。今後は医療機関でデジタル対応の準備やシステム導入が進められるため、現場の意見を
尊重した運用にしていきたいと考えている。
　今後も様々な変更等があれば、情報を精査し、確かな情報を素早く提供していく所存である。

地　域　医　療

　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）から 15 年が経過し
た。多くの尊い命が失われ、死者・行方不明者数は 2 万人以上にのぼり、戦後最悪の被害をも
たらした。被害の多くは「津波」によるものであった。地震関連では、平成 28 年 4 月 14 日
に熊本県で震度 7 を観測した「熊本・大分地震」が発生。その後、16 日には震度 6 強が 2 度、
大分県でも由布市・別府市を震源とする震度 5 弱が 3 度観測された。一連の地震は、熊本県
に甚大な被害を与えただけでなく、大分県にも深い爪痕を残した。
　また、令和 8 年 4 月 20 日午後 4 時 52 分ごろ、青森県三陸沖を震源とする最大震度 5 強、
マグニチュード 7.7 と推定される地震が発生し、この地震の震源位置や規模を精査した結果、
この地震は千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の想定震源域に影響を与える場所で発生した
モーメントマグニチュード（Mw）7.4 の地震で、国の基本計画である「日本海溝・千島海溝
周辺海溝型地震防災対策推進基本計画」に定められている、後発地震への注意を促す情報を発
表する基準を満たす地震だった。この地震の発生により、北海道の根室沖から東北地方の三陸
沖にかけての巨大地震の想定震源域では、Mw8 クラス以上の新たな大規模地震が発生する可
能性が平常時と比べて相対的に高まっていると考えられている。
　大分県に影響を及ぼした最近の地震としては、令和 7 年 11 月 25 日午後 6 時 1 分ごろ、熊
本県阿蘇地方を震源とする地震があり、最大震度 5 強を観測した。震源の深さは 9 キロ、地
震の規模を示すマグニチュードは 5.8 と推定される。別府市では幸いにも大きな被害はなかっ
たが、中央構造線断層帯が伊予灘から別府湾にかけて伸びており、別府湾から熊本・大分県境
に至る別府－万年山断層帯が市の中心部を通っている。前回の「熊本・大分地震」では、別府
市内でも震度 5 を超える地震が 4 度発生しており、今後の地震対策の重要性が再認識される。
　このように、いつ発生するか分からない地震などの災害に備え、関係機関との連携や地域住
民への応急処置の習得といった啓発活動を、今後も継続的に推進する必要がある。そのために
は、地域医療支援として、医療機関が連携し、住民に対して何ができるのかを検証しなければ
ならない。安全で質の高い医療の提供はもとより、災害時に必要な医療情報の提供や情報伝達
が可能となる連携網の構築を行政に働きかけ、積極的に進める必要がある。
　光ファイバーで医療機関を結ぶ「ゆけむり医療ネット地域医療連携システム」は開始から
16 年を迎えた。地域医療支援ツールとして、災害と医療をテーマに、新たな仕組みによる質
の高い医療と情報の連携が期待されている。
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健診・検査

　平成 22 年に西野口町の自衛隊保養所「スパシオン」跡地に別府市と三師会（医師会、薬剤
師会、歯科医師会）の協力により、健康づくりの拠点複合施設として別府市保健センター「湯
のまちけんこうパーク」がオープンし、健診と夜間こども診療部門が移転してから 16 年が経
過し、令和 7 年度もここで業務を行った。
　平成 20 年度より始まった特定健康診査（特定健診）が、第 4 期として 5 年計画で 17 年目
を迎えた。計画期間の実施率の目標は特定健診・保健指導の実施率をそれぞれ 70％・45％に
維持することを国が掲げている。別府市国保では受診勧奨を行っているが、受診率が伸び悩ん
でいる。
　健診に関しては保健予防活動収入で前年度と比較すると令和 6 年度 119,672,696 円に対して、
令和 7 年度は 121,291,106 円で 1,618,410 円の増収となった。
　主な健診種別で前年度と比較すると下記表のように件数並びに収入の増減がある。別府市が
んセット検診、学校健診では検査内容の変更や単価の変更により減収、住民健診では既にかか
りつけ医療機関での受診、医師国保健診、原爆被爆者健診、特定保健指導、予防接種料では受
診対象者減のための減収となった。
　歯科医師国保健診は検査内容の変更により増収、特定健診、大分市がん検診では受診者の増
加に伴い増収、市関係健診、病院従業員・職員健診、人間ドック、協会けんぽ生活習慣病予防
健診、事業所検診は新規の企業の増加や受診者数の増加により増収となった。
　アフターコロナで受診者の減少が懸念されていたが、営業や広報の努力により受診者が増加
している
施設機器使用料収入は令和 6 年度 229 件、1,578,600 円に対して、令和 7 年度は 228 件、1,378,320
円で 200,280 円の減収となった。ホルター心電図の貸し出しが減少している。
　委託料収入は令和 6 年度 14,170,057 円に対して、令和 7 年度は 14,046,571 円で 123,486 円
の減収となった。学校健診同様に少子化の影響で心臓検診・腎臓検診の対象者が減少している。

健診種別 令和６年度 令和７年度 前年度比較
件  数 金　額 件  数 金　額 件  数 金　額

医師国保健診 21 1,140,400 11 982,670 ▲ 10 ▲ 157,730
歯科医師国保健診 63 424,648 69 1,101,097 6 676,449
特定健診 1,594 14,120,439 1,598 14,889,241 4 768,802
別府市がんセット検診 2,223 28,436,270 2,184 26,450,995 ▲ 39 ▲ 1,985,275
大分市がん検診 23 384,156 82 434,748 59 50,592
住民健診 1,080 1,663,500 974 1,525,410 ▲ 106 ▲ 138,090
学校健診 14,614 6,302,247 15,803 6,135,680 1,189 ▲ 166,567
市関係健診 279 4,746,987 290 4,859,222 11 112,235
原爆被爆者健診 11 124,150 8 67,740 ▲ 3 ▲ 56,410
病院従業員・職員健診 102 594,280 118 681,510 16 87,230
人間ドック 50 1,326,294 54 1,520,801 4 194,507
協会けんぽ生活習慣病予防健診 2,236 34,671,455 2,254 35,199,030 18 527,575
事業所検診 5,322 22,556,042 5,393 24,906,080 71 2,350,038
特定保健指導 261 1,661,038 186 1,181,752 ▲ 75 ▲ 479,286
予防接種料ほか 639 1,520,790 604 1,355,130 ▲ 35 ▲ 165,660

合　計 27,494  119,672,696 28,612 121,291,106 1,118　 1,618,410

保健予防活動収入
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　令和 7 年度に健診で発見された、がん症例は、肺がん 1 名、胃がん 0 名、乳がん 4 名であっ
た。肺がん・胃がん・乳がんの発見にご尽力いただいた読影委員会は、令和 7 年度は胸部班 13
名でのべ 244 回、胃部班 7 名でのべ 192 回、マンモグラフィー班 8 名でのべ 139 回、乳腺エコー
2回の読影をして頂いた。受診者に対しては例年3ヶ月後に見直しと精密検査勧奨を行っている。
　令和 7 年度の二次精密検査受診率は胃部Ⅹ線 75.0％（令和 6 年度 59.3％）、胸部Ⅹ線 29.7％

（同 30.2％）及び心電図 29.8％（同 29.8％）、マンモグラフィー 79.1％（同 95.1％）、乳腺エコー
66.7％（同 100％）となった。
　令和 8 年 4 月 1 日現在のため 1 月～ 3 月の二次受診の結果が反映されていないため低い数
字となっている（前年度比較は会報の各読影委員会報告を参照）。

　検査に関しては令和 3 年の 4 月から BML 社と外注契約をしているため、検査部門が廃止さ
れ、健診部門へ統合された。依頼検体は BML 大分営業所で検査され、特殊な検査については
福岡ラボで行っているため緊急検査に時間がかかるなどの要望が会員からあり令和 3 年 10 月
からスモールラボを開設し 4 年が経過した。機器と試薬は BML が持ち、検査業務は健診部門
の検査技師 1 名が輪番で限られた項目（下記参照）のみを検査している。

　特定健診の検査依頼からデータ入力・報告書作成、国への報告・請求データファイルの作成
までの業務代行を地域保健センターで行い、それぞれの個別医療機関で実施した特定健診デー
タを個人のスマートフォンのアプリに結果を返すサービスをゆけむり医療ネットで始めている。
　BML 社との協議する場として検査委託先との協議会を開催し、検査実績報告や問題点など
を協議している。

【地域保健センター運営連絡会】Web 開催 (Zoom)
　　令和７年 ５ 月 23 日（第１回）　７月 25 日（第２回）　９月 26 日（第３回）
　　　　　　11 月 28 日（第４回）
　　令和８年 １ 月 23 日（第５回）　３月 27 日（第６回）

【検査委託先との協議会】
　　令和７年 12 月 15 日（第１回）

【学会並びに研修会】
　　令和７年７月５日・６日　第 56 回九州地区医師会立共同利用施設連絡協議会（福岡）

生 化 学 的 検 査
肝機能（AST（GOT)・ALT（GPT）・γ -GTP・総ビリルビン）、
電解質（ナトリウム・カリウム・クロール）
腎機能（尿素窒素・クレアチニン）、膵機能（アミラーゼ）、CRP

血 液 学 的 検 査 末梢血液一般、血液ガス、血沈

尿・糞便等一般検査 尿定性
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学　　校　　医

　学校医活動は会員の先生方の御協力のもと、なんとか順調に行われているが、昨年も報告し
たように学校医の辞退、それに伴う後任者の手配に苦慮する状況は変わらない。今までは診療
科を絞って後任の手配を行ってきたが、今後は診療科を限定せず、他科の先生方にもお願いし
なくてはいけない状況へと変わってきている。
　会員の先生方におかれては、日頃の診療で多忙を極めていることは重々承知しており、理事
会としても要望があれば別府市教育委員会に対して交渉を行い、負担の軽減を図りたいと考え
ている。是非とも、学校医活動への協力をお願いしたい。
　令和７年度別府市学校保健大会は、別府市社会福祉会館で開催され、医師会関係者としては、
特別表彰として、大薮　久憲先生（鶴見小）が表彰された。

　令和７年 ７ 月 30 日　別府市学校保健会　理事会
　令和８年 ２ 月 10 日　令和７年度別府市学校保健大会

産　　業　　医

　今年度は入・退会などで、合計 81 名の認定産業医が所属している。
　本会では、現在、事業活動として産業保健事業を実施しておらず、実際には大分産業保健総
合支援センター、大分県医師会主催の産業医研修会等の開催案内の事務連絡に終始している。
　大分県医師会主催の産業医研修会は、昨年度に引き続き Web 研修システムを利用しての研
修会となったが、本会では日程の都合上、６月、９月、１月の３回分について会場提供という
かたちで協力した。大分県医師会館から配信される内容を身近な医師会で視聴するという形式
は、参加者が日常の診療後に大分県医師会館まで出向かなくてよいため、参加者からは概ね好
評であったが、サテライト会場という制限があるため、スライド・映像の共有、音声の調整、
質疑応答の際の対処など、大分県医師会館と同じ条件での聴講を担保するためには、万全な環
境準備が求められる。
　日医認定産業医の更新にあたっては、従来、自身が産業医手帳に受講歴を記録していたが、
令和７年度より産業医研修会の単位シールが廃止され、手帳ではなく自身がＭＡＭＩＳ（医師
会会員情報システム）上で受講実績・単位取得状況を確認のうえ、受講証明書、認定（修了）
申請履歴／認定証・修了証をダウンロードするかたちとなった。

大分県医師会
　令和７年　６月 26 日　第１回産業医研修会（於：別府市医師会　Ｗｅｂ研修システム）
　　　　　　９月 10 日　第３回産業医研修会（於：別府市医師会　Ｗｅｂ研修システム）
　令和８年　１月 13 日　第６回産業医研修会（於：別府市医師会　Ｗｅｂ研修システム）
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健康スポーツ医

　健やかに生き生きとした生活を送るためには、適度な運動・スポーツを行うことが必要不可
欠であるが、運動・スポーツは生活習慣病予防や介護予防などに有効なだけでなく、有疾患者
や要介護者、障害者においても、適切に行うことで病状の悪化予防や改善、生活の質の維持・
向上に有効となり得る。
　このため、意識的に運動・スポーツに取り組むことは、健康の保持だけでなく、将来的な要
介護状態を回避するためにも重要であり、スポーツを通しての健康維持と増進が必要不可欠で
ある。
　スポーツ庁では、「医療と連携した地域における運動・スポーツの習慣化」を提唱しており、
誰もが身近な地域で安心してスポーツを楽しめる環境整備を推進しており、医療サイドにおい
ても従来以上にかかりつけ医、健康スポーツ医、学校医、産業医との協力・連携が重要になっ
ている。
　国民のスポーツに対する関心と意識の高まりに比例して、生涯スポーツの観点からも地域社
会において健康スポーツ医に求められる責任や寄せられる期待は大きいといえるが、本会では、
現在、事業活動として健康スポーツ医に関する事業を実施できておらず、実際には大分県医師
会等からの研修会の開催案内等、事務連絡に終始している。
　本会における令和７年度の日医認定健康スポーツ医は、入会・退会・更新等を含めて、合計
10 名となっており、様々な場面において広く健康スポーツ医活動について研鑚を深め、包括
的な健康スポーツ医活動を行っていただいているが、単位更新については、大分県内で開催さ
れる認定再研修会の機会が少ないという問題もあり、先生方には県外で単位修得していただく
というケースも少なくない。
　日本医師会認定健康スポーツ医制度は、更新要件として、再研修会の受講修了だけではなく、
健康スポーツ医としての活動（学校、職場、地域等におけるスポーツ医学の立場からの指導・
教育・診療活動等）が義務付けられているが、会員の増加や単位修得に関しては、別府市医師
会主催で再研修会を開催するなど、これまで以上に努力していく必要がある。
　また、産業医同様、更新にあたっては、自身がＭＡＭＩＳ（医師会会員情報システム）上で
受講実績・単位取得状況を確認のうえ、受講証明書、認定（修了）申請履歴／認定証・修了証
をダウンロードするかたちとなった。

　令和７年 12 月 13 日　令和７年度大分県医師会講演会（スポーツ医学）
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初期救急医療事業

　夜間こども診療の令和７年度の受診者数は 3,381 人（令和６年度 3,352 人）で、前年度より
29 名増となった。
　二次医療機関への転送は 66 件（令和６年度 104 件）と減少し、疾病によるものが 45 件（同
58 件）、外傷などの外的要因のものが 21 件（同 46 件）と、疾病は 13 名減、外傷は 25 名減と
なった。
　休日内科診療は本年で９年目となったが、在宅休日当番医参加施設の減少に加え、将来的に
開業小児科の減少も見込まれることから在宅当番医センター化を進めており、電子カルテ更新、
備品新規購入および更新、救急カートの整備を行った。また、別府市健康推進課・別府市薬剤
師会との情報交換や協議の場として「別府市の救急医療体制に関する準備委員会」を開催した。
　受診者数は、通常開設分（40 回）が 1,682 名、臨時開設分（５回）のうち盆が 191 名、年始（２
回）が 56 名、合計 1,739 名となった。
　夜間こども診療の診療時間は午後７時から 11 時まで（午後 10 時 30 分受付終了）だが、午
後 10 時以降の受診者数は少ないまま推移しており、令和８年に法改正が検討されている勤務
間インターバル義務化を見据え、引き続き別府市と診療時間の短縮に向け協議を行っている。
　今後も引き続き市民が安心して受診出来る仕組づくりを目指し、別府市と協議し、協力を得
ながら、進めていく所存である。

　令和７年４月 25 日　第１回初期救急医療事業運営連絡会
　　　　　６月 30 日　第２回初期救急医療事業運営連絡会
　　　　  11 月 25 日　第３回初期救急医療事業運営連絡会
　　　　  12 月 22 日　第４回初期救急医療事業運営連絡会
　令和８年２月 ３ 日　第５回初期救急医療事業運営連絡会
　　　　　３月 10 日　第６回初期救急医療事業運営連絡会
　　　　　
　令和７年４月 ８ 日　第１回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　　５月 20 日　第２回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　　９月 ２ 日　第３回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　　　　19 日　第４回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　 10 月 ７ 日　第５回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　 11 月 13 日　第６回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　 12 月 １ 日　第７回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　令和８年１月 13 日　第８回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
　　　　　３月 12 日　第９回別府市の救急医療体制等に関する準備委員会
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≪看護教育部≫

看　護　学　科（３年課程）

　令和 7 年度も本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げる。令和 7 年度は
3 年課程開設 4 年目を迎え 2 回目の卒業生を輩出した。卒業生は晴れやかな衣装を身にまとい
どの学生も衣装に負けない凛とした姿をしていた。大変感慨深いものであった。第 2 回生であ
る卒業生は今年度も引き続き大分県内の就職率は高く 89.1% であり地域医療を支える看護師
の育成に努力している次第である。また、助産師学校の進学者が 5.4% でありこれからの周産
期医療への貢献にも期待したい。
　看護師国家試験については、昨年 1 回生の合格率は 93.9% であった。今年度は全員合格を
目標として 3 年部を中心に教員全員で結束し学習支援に取り組んだ。学生は 3 年次の実習が終
了する 11 月より学習姿勢に変化が見られ熱心に個人学習・グループ学習をするようになって
いた。国家試験前には教員に質問する内容は深く幅広い知識を必要とすることが多くなってお
り学習が進んできたことを実感した。若干名成績が不安定な学生がおり重点的に支援を行った
ことで今年度の第 115 回看護師国家試験合格率は 100％であり大変安堵している。加えて、昨
年の不合格となった既卒生も全員合格であった。全体の合格率は 88.3% のうち、新卒者の合
格率は 94.1％既卒生の合格率は 32.3％と激減する。再チャレンジする既卒生も合格へと導く
ためには、継続した関わりをもち切れ目ない支援をしていくことは大切なことであると改めて
振り返るところである。
　続いて在学生の状況であるが、令和 7 年度は 1 年生 39 名、2 年生 46 名、3 年生 41 名、休
学 1 名の 127 名でスタートした。昨年に引き続き心身の不調や進路変更のため退学や休学を
選択する学生がおり、年度末は 122 名となった。看護学校に入学し、環境が変化したことや
専門的な学習が始まることなど 1 年次に馴染めない学生がいることや、2 年次ではさらに専門
性が深まり学習や自己の課題に向き合えず悩むこと、また 2 年次末より 4 領域が同時開始す
る実習により体調を崩す学生がいる。学校では担任を中心に面談をすることやスクールカウン
セリングを設けており必要時相談をすることを促している。一人でも多くの学生が看護師免許
の取得につながるよう支援してまいりたい。
　学校行事については、以下のスケジュールを参照していただきたい。一つ一つの行事は主体
性・リーダーシップ・協調性を育むためには大変重要である。式典や新入生オリエンテーショ
ン、健康診断に関しては、先輩学生が役割に対して責任をもって行動しようとしている。学生
にとって身近である先輩の姿はまぶしく互いの成長の一助となっている。また、学校祭は第 2
回となり、今年度は地域住民を招いて開催した。開催内容は、自治会役員を中心に検討を重ね
たものであり工夫を凝らして行うものであった。過密なスケジュールである学校生活に癒しを
感じどの学生・職員もリフレッシュができた 1 日であった。
　学生募集については、大分県下の高校を中心に入学生を迎えている。市内には私立大学、5
年一貫校 2 校と共生している。専門学校の強みを高校生にとどまらず社会人の方にも発信して
いけるようホームページのリニューアルやオープンキャンパスに力を入れていく所存である。
今後も引き続き、会員の皆様のご指導、ご鞭撻をお願いしたい。
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　　　　　  令和 7 年 4 月 1 日　始業
　　　　　　　　　4 月 2 日　入学式
　　　　　　　4 月 2 日～ 8 日　新入生オリエンテーション
　　　　　　　　　4 月 4 日　1・2・3年生　健康診断（採血・採尿・胸部Ｘ線・身体計測）
　　　　　　　　　　4 月23 日	 3 年生　健康診断（内科健診）
　 　 　 　 　 4 月28日～ 30日　1 年生　宿泊研修（大分県立香々地青少年の家）
　　　　　　　　　　4 月 30 日	 2 年生　健康診断（内科健診）
　　　　　　　　　　5 月 1 日	 看護の日・避難訓練
　　　　　　　　　　5 月14 日	 1 年生　健康診断（内科健診）
　　　　　　　　　　5 月 17 日	 学校関係者評価委員会
　　　　5 月 12 日 ～ 6 月 6 日	 領域別実習（小児・母性・成人・老年）（３年生）
　　　　6 月 9 日 ～ 6 月 20 日	 成人老年看護学実習Ⅲ（３年生）
　　　　　　　　　　6 月 25 日	 県内高等学校対象 学校説明会（オンライン）
　　　　6 月 23 日 ～ 7 月 4 日	 地域・在宅看護論実習Ⅰ（１年生）
　　　　　　 7 月 7 日～18 日	 精神看護学実習（３年生）
　　　　　　  7 月15日・18 日	 1 年生　普通救命講習Ⅰ（別府市消防本部）
　　　　　　  7 月 26 日・27 日	 オープンキャンパス
　　　　　　　　　　7 月 27 日	 第 43 回大分県病院学会参加（３年生）
　　　　7 月 28 日～ 8 月 22 日	 夏季休業
　　　　　　　　　　8 月 24 日	 中四九地区医師会看護学校協議会（オンライン）
　　　　9 月 1 日～ 9 月 12 日	 基礎看護学実習Ⅱ（２年生）
　　　　9 月 22 日～10月 31 日	 統合実習、地域・在宅看護論実習Ⅱ（３年生）
　　　　　　　　　10月 4  日	 推薦・社会人入学試験
　　　　　　　　　 10月 22 日	 継灯式
　　　　　　　　　 11月 1  日	 第 1 回　一般入学試験
　　　　　　　　　 11月 7  日	 第２回　学校祭
　　　　　　11 月 17 日～ 21 日	 基礎看護学実習Ⅰ（１年生）
　　　　　　　　　 12月 5  日	 別府市消防本部集団救急事故対応訓練（模擬患者）（３年生）
　　　　　　12 月 1 日～ 12 日	 基礎看護学実習Ⅲ（２年生）
　　　　　　　　　 12月 17 日	 人権学習Ⅱ（２年生）
　　　　　　　　　 12月 19 日	 クリスマスイベント（施設訪問）
　　　　12 月 22 日～ 1 月  7  日	 冬季休業
　　　　1 月 7 日～ 1 月 19 日	 春季休業（２年生）
　　　　　令和 8 年 2 月  7  日	 第 2 回　一般入学試験
　　　　1 月 26 日～ 2 月  5  日	 小児看護学実習（保育所）（２年生）
　　　　　　　　　2 月  4  日	 卒業判定会議
　　　　　　　　　2 月 15 日	 第 115 回看護師国家試験
　　　　　  2 月 16 日～ 3 年次	 領域別実習（小児・母性・成人・老年）（２年生）
　　　　　　　　　2 月 24 日	 人権学習Ⅲ（３年生）
　　　　　　　　　3 月  3  日	 第 2 回 卒業式



－ 28 －

　　　　　　　　　　3 月 12 日	 人権学習Ⅰ（別府市人権啓発センター）
　　　　　　　　　　3 月 14 日	 第 3 回　一般入学試験
　　　　   3 月 17 日～ 3 月 31 日	 春季休業（１年生）
　　　　　　　　　　3 月 24 日	 看護師国家試験 合格発表
　　　　　　　　　　3 月 25 日	 単位修得判定会議、学校長申し渡し（単位未修得者）

看  護  職  研  修  会

　看護職研修会は別府市医師会の医療機関で働く看護職の資質の向上等を目的として、
実行委員会が研修を企画、運営をしている。実行委員は、3 年毎に別府市内の医療施設より選
出していただき、計 6 名が年に数回委員会を持ち活動している。
　令和 7 年度は別府大学（亀川キャンパス）にてフィジカルアセスメントの研修会を実施し、
21 名の看護師が参加した。
　令和 7 年度の看護職研修会および実行委員会は下記の日程で行った。

Ⅰ．研修会
　①　フィジカルアセスメント（呼吸器・循環器・消化器）
　　　講師：大分県立看護科学大学　看護アセスメント学研究室
　　　　　　教授　藤内　美保先生
　　　日時 : 令和７年 10 月 25 日（土）9:00 ～ 13:00

Ⅱ．実行委員会
　①　第１回実行委員会
　　　日時：令和７年６月７日（土）13：00 ～ 14：00

　②　第 2 回実行委員会
　　　日時：令和８年４月 18 日（土）13：00 ～ 14：00
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≪地域福祉部≫

　令和７年度の地域福祉部門の実績については、以下のとおりである。

1. 訪問看護ステーション

　（営業報告）
　年間新規利用者数 32 名（43 名）（以下かっこは、前年度）、終了者 29 名（31 名）、月末利
用者数平均 51 名（41 名）、訪問回数平均 264 回（228 回）、年間新規利用者数、修了者は減少
したが、月末利用者平均、訪問回数平均は、増加となっている。

　（会計報告）
　年間事業収益 25,229,733 円（29,711,882 円）、年間事業経費 26,893,482 円（30,120,666 円）、
年間事業利益－ 1,663,749 円（－ 408,784 円）、年間事業利益は赤字決算のままとなった。

　（活動内容）
　訪問看護ステーション運営委員会
　　令和 7 年 8 月 24 日・令和 8 年 3 月 24 日
　九州地区医師会立共同利用施設連絡協議会
　　令和 7 年 7 月 5 日・6 日

令和６年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
新利用者数 ( 名 ) 2 5 2 5 2 2 4 3 5 5 4 4
終 了 者 数 ( 名 ) 0 3 3 1 1 2 2 2 5 2 3 7
月末現在数 ( 名 ) 34 36 35 39 40 40 42 43 43 47 48 45
訪 問 回 数 ( 回 ) 230 224 213 255 226 208 240 240 257 214 209 217

令和７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
新利用者数 ( 名 ) 8 2 4 3 1 5 0 0 2 2 4 1
終 了 者 数 ( 名 ) 3 4 1 1 4 3 1 1 0 3 3 5
月末現在数 ( 名 ) 50 48 51 53 50 52 52 51 53 52 53 49
訪 問 回 数 ( 回 ) 259 247 265 291 258 274 252 252 276 276 260 255

訪問看護ステーション利用状況
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2. 居宅介護支援センター

　（営業報告）
　年間ケアプラン作成 1097 件（1106 件）、認定調査件 27 件（39 件）、年間ケアプラン作成及
び認定調査件数が前年度よりも低下した。主任介護支援専門員の退職により施設基準の加算が
算定出来なくなり、赤字となった。

　（会計報告）
　年間事業収益 20,219,992 円（17,383,087 円）、年間事業費用 21,091,049 円（16,693,839 円）、
年間事業利益円－871,057（689,248 円）、11 月に主任介護支援専門員が退職したことにより特
定事業所加算が算定出来なくなり事業収益が減少し、マイナス幅が増加した。

　（活動内容）
　居宅介護支援センター運営委員会（訪問看護ステーション運営委員会と同時に開催）
　　令和 7 年 8 月 28 日・令和 8 年 3 月 24 日

　総評としては、昨年同様に非常に厳しい状況である。また、ヘルパーステーションの一時閉
鎖もあり、介護部門の厳しさが浮き彫りになったと考えられる。本年度は、居宅介護支援セン
ターは、大きな赤字となった。訪問看護部門は赤字が少し縮小化した。令和７年度は、3 部門
から 2 部門となり、新たな形で、スタートすることとなった。非常に厳しい状況は、変わらな
いと考えられるが、ヘルパーステーションがなくなった分、他の事業所との結びつきや関係性
は広がると考えられるので、関係性を高め、また、介護度の高い方や医療のターミナル等も見
ていける体制づくりし対応していきたいと考えている。
　今年度は、背水の陣で挑むつもりでいる。これまで通り、新体制を温かい目で見守っていた
だけると幸いである。必ず会員の皆様に納得していただける体制を組めるように小さなことも
見逃さず、きちんと対応していく所存であるので、よろしくお願いしたい。

令和６年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
要 介 護 １ 40 42 42 42 44 41 42 40 38 38 41 40
要 介 護 ２ 19 17 17 17 20 18 16 18 19 19 15 15
要 介 護 ３ 11 12 11 11 12 15 14 14 14 11 8 7
要 介 護 ４ 13 11 12 12 8 6 8 9 8 10 9 8
要 介 護 ５ 7 6 4 4 10 7 7 7 7 7 7 6

総　　計 90 88 87 86 94 87 87 88 86 85 80 76
予防介護（委託） 3 3 4 5 5 7 7 7 7 6 8 10

令和７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
要 介 護 １ 44 45 49 52 48 48 47 40 39 36 41 42
要 介 護 ２ 17 22 20 17 17 17 17 18 18 16 20 19
要 介 護 ３ 9 8 8 9 9 10 11 10 12 11 11 12
要 介 護 ４ 6 7 7 7 7 8 8 7 7 8 8 8
要 介 護 ５ 8 8 8 8 6 5 4 3 3 3 3 3

総　　計 84 90 92 93 87 88 87 78 79 74 83 84
予防介護（委託） 9 10 10 8 8 9 9 3 3 3 3 3

居宅介護支援センターケアプラン作成状況

令和６年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
人 数 ( 名 ） 0 7 2 4 2 5 6 5 8 0 0 0

令和７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
人 数 ( 名 ） 2 3 2 4 3 3 5 1 0 1 1 3

申請代行・認定調査
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介　護　保　険

　今年度の動きとしては、主治医意見書の様式が見直され、大分県医師会にて「これだけは知っ
ておきたい主治医意見書記入のポイント」改訂版が作成されたと同時に別府市からも同様の通
知が発出され、会員の皆様へ通知を行った。
　また、介護福祉士国家試験におけるパート合格（合格パートの受験免除）の仕組みについて、
介護分野で本邦に在留する１号特定技能外国人の通算在留期間の延長の対象となる条件が示さ
れ、臨時的な対応として事前に容認していれば訪問看護ステーションにおいて輸液（等張性電
解質輸液製剤及び低張性電解質輸液製剤（ただし、開始液及び脱水補水液に限る。））を配備可
能となるなど、現状に即した変更が行われた。
　さらに、物価が上昇し、介護職員の離職が増えていることも踏まえ、令和８年度に期中改定
が行われることとなった。
　介護認定審査会は、皆様方のご協力により引き続き変更なく引き受けて頂き感謝申し上げる
次第である。今年度の審査会の開催回数及び審査件数は、別府市・日出町で日中・夜間合わせ
て 276 回開催され、9,379 件が検討された。今後も、引き続きご協力をお願いしたい。

　令和７年　６月 20 日　　第５回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　　　　　　８月 22 日　　第６回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　　　　　  10 月 17 日　　第７回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　　　　　  12 月 19 日　　第８回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会
　令和８年　２月 20 日　　第９回大分県医師会医療保険地域福祉改善委員会




